
令和７年度第１回さぬき市部活動地域移行推進協議会 会議要旨 

 

１ 日 時 令和７年５月１９日（月）１５時００分～１６時４０分 

２ 場 所 寒川第２庁舎２階 ２０３会議室 

３ 出席者 ［委 員］亀井健男 村上誠一 横尾昌彦 有友 誠 犬伏徳市 

千田良信 玉木一浩 瀬尾真也 吉田和恵 山神眞一 

夏田安晴 増田一仁 

      ［事務局］和田教育長 佐藤教育部長 樫村学校教育課長 

           大生生涯学習課長 馬場生涯学習課主事 山下指導主事 

           川口地域部活動総括 Co 

      ［傍 聴］１人 

４ 議 題 

  （１）会長・副会長の選出 

  （２）部活動の地域移行について 

  （３）さぬき市の状況について 

  （４）アンケート・意向調査について 

  （５）今後のスケジュールについて 

５ 会議の内容は次のとおりである。 

発言者 意見概要 

（事 務 局） 

（教 育 長） 

（事 務 局） 

 

 

 

 

 

 

 

（委  員） 

（事 務 局） 

 

 

 

（教 育 長） 

（事 務 局） 

 開会に先立ちまして、委嘱状の交付を行います。 

 （委員の委嘱） 

 本日の会議ですが、資料４５ページにあります「さぬき市部活動

地域移行推進協議会設置要綱」第６条第２項の規定により、委員１

５名中、本日１２名の方にご出席いただいております。過半数以上

の出席となり、本日の会が成立したことをご報告いたします。 

 市の附属機関等の委員の構成及び会議の公開に関する指針により

本会議は公開となっております。本日の会議傍聴の受付は、１４時

３０分から１５時までとなっておりました。１名の方がお見えにな

っております。入室を許可しますか。 

 「許可します。」 

 ただ今から令和７年度第１回さぬき市部活動地域移行推進協議会

を開催いたします。 

 開会のあいさつをさぬき市教育委員会和田浩二教育長がいたしま

す。 

 「挨拶」 

 議題に入ります前に、委員の皆様に自己紹介をお願いしたいと思

います。 

 



（委  員） 

（事 務 局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（委  員） 

（事 務 局） 

 

 

 

（会  長） 

（事 務 局） 

 

 

 

（議  長） 

 

（事 務 局） 

 

（委  員） 

 

（委  員） 

 

（事 務 局） 

（会  長） 

（委  員） 

 

（委  員） 

（事 務 局） 

 （自己紹介） 

 事務局職員を紹介します。 

 （職員紹介） 

 それでは議事に移ります。 

 今年度、初めての推進協議会でございますので、会長が決まって

おりません。会長が決定するまでの間、事務局が議事の進行をさせ

ていただきます。 

 議題１ 会長、副会長の選出についてです。資料４５ページ「さ

ぬき市部活動地域移行推進協議会設置要綱」第５条、第２項に「会

長は、委員の互選により定め、副会長は、会長が委員のうちから指

名する。」と要綱にはなっておりますが、昨年度の会長様と副会長様

が今年も委員を承諾していただいておりますので、引き続きお願い

したいと思いますが、いかがでしょうか。 

 「異議なし」 

 それでは、会長を 山神 眞一 様、副会長を 千田 良信 様

にお願いしたいと思います。よろしくお願いします。 

山神会長 様、前の席にご移動ください。 

 それでは、山神会長 様 ご挨拶をお願いいたします。 

 「挨拶」 

 以後の議事進行は、資料４５ページ「さぬき市部活動地域移行推

進協議会設置要綱」第６条、第１項で、「協議会の会議（以下「会議」

という。）は、会長が招集し、議長となる。」とありますので、山神

会長にお願いいたします。 

議題２ 部活動の地域移行について、事務局から説明をお願いし

ます。 

（５月１６日（金）に公表された「地域スポーツ・文化芸術創造

と部活動改革に関する実行会議」最終とりまとめについて説明。） 

 （追加の説明）定義や要件は国から８月に示されるようである。

また、ガイドラインの改定は冬にされるだろう。 

 負担とは、受益者負担のことだけなのか。国や県・市の負担につ

いては、示されないのか。 

 受益者負担の目安を示すと思われる。 

 保護者の立場からはどうですか。 

 部活動の地域移行は、先生方の働き方改革の観点（負担軽減）か

らと考えられ、指導者のレベルがどのようになるのか心配である。 

 受益者負担とは誰の負担のことか。生徒・保護者のことか。 

 その通りです。 

 



（委  員） 

 

（事 務 局） 

（委  員） 

 

 

 

 

（議  長） 

 

（委  員） 

 

 

 

 

（議  長） 

 

 

（事 務 局） 

 

 

（委  員） 

 

 

（事 務 局） 

（委  員） 

 

 

 

 

 

（事 務 局） 

 

（議  長） 

 今、説明いただいた国の部活動改革の計画ですが、休日だけでな

く平日もこの計画に沿って進めていくのか。 

 その計画で進めていきたいと考えている。 

 なぜ部活の地域展開を進めていかなければならないのか、背景を

理解してもらわなければならない。令和１３年度には、さぬき南中

学校が２００人、志度中学校が２８０人、長尾中学校が２６０人の

生徒数になる。このままの状況であれば、部活動数を減らしていか

なければならなくなる。積極的に発信していかなければならない。 

 よりよい未来のために、校長先生から学校の先生にも現状を伝え

てほしい。小学校の立場から、どうでしょうか。 

 国の方針が２０２５年から２０３１年に延長されたということ

は、部活動の地域移行は難しいことだと想像できる。小学校でも陸

上競技会へ向けての指導やマーチングの指導において教員だけでは

回らなくなっており、ボランティアを頼んでいる状況で、どうにか

やっている。小規模校では県大会に参加しにくくなってきている。 

 少子化の影響で、先生方の状況も厳しくなってきている。 

 議題３ さぬき市の状況について、事務局から説明をお願いしま

す。 

 （さぬき市の部活動地域展開に関する取組みについて説明。さぬ

き市の生徒数や部活動の状況について説明。令和７年度の地域スポ

ーツクラブ活動体制整備事業について説明。） 

 昨年度の第３回推進協議会で、今年度の地域スポーツクラブ活動

体制整備事業について説明があったが、予定が変更しているようだ

が、各学校への説明はどうなのか。 

 校長先生から説明をお願いしたい。 

 スポーツ少年団でバレーボールを頑張ってやっていても中学校で

部活動がなく、他の部活動に入部。高校に入学して再びバレーボー

ルをするということが起こっている。地域のどこかに行けばやりた

い種目ができるように地域クラブを作ってほしい。遅くなるほど子

どもが少なくなっていき、結局なくなるということが起こる。さぬ

き市としてやってほしい。 

 自分個人の考えであるが、できるのであれば、休日だけでなく平

日も、種目に関しても一度に展開したい。 

 全てを一度にやるとなると課題は多いと思われますが、ある程度

の方向性が出たのではないかと思います。 

 これを実現するためには、スピード感も必要となると思いますの

で、皆さんで協力して進めていかなければと思います。 

 



（委  員） 

 

 

（議  長） 

（委  員） 

 

 

 

 

 

（議  長） 

（事 務 局） 

 

（委  員） 

 

 

（議  長） 

（委  員） 

 

 

（議  長） 

（委  員） 

 

 

 

（委  員） 

 

（委  員） 

 

 

 

 

 

（委  員） 

 

（議  長） 

 

（事 務 局） 

 部活動は学校が主体で運営していた。それでは、地域クラブは誰

が運営するのか。市が全てをするのか。運営団体をどうするか、ど

こが可能であるのかの議論がないのではないか。 

 実走できる、現実的なことをしていかなければならない。 

 全てを一度にやっていきたいということであるが、種目によって、

立場が違うと思う。学校単位で大会に出場できる種目と男子バレー

ボールのように部活動にない種目は、実証事業で休日に練習しても

大会に出場できない。練習をしたがそれだけになってしまっている。

他の市町のクラブに所属するなどしている。ケースバイケースでや

っていく方がいいのではないか。はやく地域クラブを認めてほしい。 

 中体連の状況はどうなのか。大会に参加できるのか。 

 実証事業の期間であれば、拠点校方式で出場できると思う。休日

だけの練習で、大会に参加するのはどうか。 

 これという答えはないが、何か目標がないといけない。部活動が

ない中学校への募集は、全体にするのではなく、スポーツ少年団で

経験している子に絞って声をかけるのでいいのではないか。 

 関係者で話し合って、どうにかしなければならないと思う。 

 部活動の地域移行で、格差が出ないようにしてほしい。学校別に

地域クラブの活動場所を決め、そこに希望する生徒が集まって活動

するという方法も取れるのではないか。 

 文化芸術関係ではどうでしょうか。 

 文化協会では、小学生・高校生を対象として活動したことがある

が、中学生ではない。文化部の種類も３つと少ない。休日に活動し

ても大会やコンクールに出場できないのはかわいそうである。前向

きに進みそうなので、希望が持てた。 

 教育委員会が中学生の受け皿を示さないといけないのではない

か。運営団体をはやく決定する必要がある。 

 団体競技で、チームが組めない状況が出てきている。サッカーは

地域クラブにしたらいいのではないか。ただ、いきなり地域の指導

者になると困ることもあるので、最初は、教員の兼職兼業を活用す

るのがいいのではないか。男子バレーボールだけでなく他の協議も

考えてはどうか。期限を決めて、部活動がなくなると言ってもらえ

るとありがたい。 

 進学する校区を変更してまでやりたいと思う子どもの気持ちをし

っかり汲んで、はやく組織を作ってほしい。 

 議題４ アンケート・意向調査について、事務局から説明をお願

いします。 

 （アンケート・意向調査の内容について説明） 

 



（議  長） 

 

（事 務 局） 

（議  長） 

 

 

（委  員） 

 

（議  長） 

 

（事 務 局） 

（教育部長） 

（事 務 局） 

 議題５ 今後のスケジュールについて、事務局から説明をお願い

します。 

 （令和７年度のスケジュールの説明） 

 以上で、本日予定しておりました議事につきまして、すべて終了

いたしましたが、全体として、何かご質問・ご意見のある委員様は、

いませんか。 

 子どもが一番。現在中学生の子どもは、卒業してしまう。そのあ

たりを考慮してはやく部活動の地域移行をしてもらいたい。 

 議事進行にご協力いただきありがとうございました。それでは、

事務局よろしくお願いします。 

 閉会のあいさつを 佐藤教育部長 がいたします。 

 「挨拶」 

 みなさま、長時間ありがとうございました。以上で、第１回さぬ

き市部活動地域移行推進協議会を終わります。お気をつけてお帰り

ください。 

 


